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NNMi 10.10
ご注意

保証

HP 製品とサービスの保証は、当該製品、およびサービスに付随する明示的な保証文によってのみ規定されるも

のとします。ここでの記載で追加保証を意図するものは一切ありません。HP では、ここに記載されている技術

的、または編集上の不正確さや脱漏については責任を負いません。

ここに記載されている情報は、予告なく変更されることがあります。

権利制限について

機密性のあるコンピューターソフトウェアです。これらを所有、使用、または複製するには、HP が提供する有

効なライセンスが必要です。FAR 12.211 および 12.212 に準拠し、商用コンピューターソフトウェア、コン

ピューターソフトウェアドキュメント、および商用アイテムの技術データは、ベンダーの標準商用ライセンスの
下、米国政府にライセンスされています。

著作権について

© Copyright 2008-2015 Hewlett-Packard Development Company, L.P.

商標に関する通知

Adobe® は Adobe Systems Incorporated の登録商標です。

Apple は、Apple Computer, Inc. の米国およびその他の国における登録商標です。

AMD は、Advanced Micro Devices, Inc. の商標です。

Google™ は、Google Inc. の登録商標です。

Intel®、Intel® Itanium®、Intel® Xeon®、および Itanium® は、Intel Corporation の米国およびその他の国の

商標です。

Linux® は、Linus Torvalds の米国およびその他の国における登録商標です。

Internet Explorer、Lync、Microsoft、Windows、および Windows Server は、Microsoft Corporation の米国お

よびその他の国における登録商標または商標です。

Oracle および Java は Oracle およびその関連会社の登録商標です。

Red Hat® Enterprise Linux Certified は、米国およびその他の国における Red Hat, Inc. の登録商標です。

sFlow は、InMon Corp の登録商標です。

UNIX® は The Open Group の登録商標です。

Oracle テクノロジの制限された権限に関する通知

国防省連邦調達規則補足 (DOD FAR Supplement) に従って提供されるプログラムは、「商用コンピューターソフ

トウェア」であり、ドキュメントを含む同プログラムの使用、複製および開示は、該当する Oracle 社のライセ

ンス契約に規定された制約を受けるものとします。それ以外の場合は、連邦調達規則に従って供給されたプログ
ラムは、「制限されたコンピューターソフトウェア」であり、関連文書を含むプログラムの使用、複製、および
公開は、FAR 52.227-19、『商用コンピューターソフトウェア - 制限された権限』 (1987 年 6 月 ) に記載されてい

る制限に従うものとします。Oracle America, Inc., 500 Oracle Parkway, Redwood City, CA 94065.

Oracle ライセンスの全文は、NNMi の製品 DVD にある license-agreements のディレクトリを参照してください。
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謝辞

この製品には、Apache Software Foundation (http://www.apache.org) で開発されたソフトウェアが含まれてい

ます。

この製品には、Visigoth Software Society (http://www.visigoths.org/) で開発されたソフトウェアが含まれてい 

ます。

利用可能な製品ドキュメント

で入手可能なドキュメントの完全なリストについては、『ドキュメント一覧』を参照してください。このドキュ
メントは、HP マニュアル Web サイト上にあります。このファイルを使用して、このバージョンののドキュメン

トセットにある追加や改訂を調べることができます。リンクをクリックして、HP マニュアル Web サイト上のド

キュメントにアクセスします。

HP マニュアル Web サイトでは、NNMi、NNMi Premium、NNMi Ultimate 用の完全なドキュメントセットの

.zipファイルも入手できます。これらのドキュメントパッケージは、『ドキュメント一覧』または HP マニュア

ル Web サイトから直接アクセスできます。

最近の更新を確認する場合、または最新のドキュメントを使用しているか確認する場合は、以下をご覧ください。

https://softwaresupport.hp.com

このサイトを利用するには、HP Passport への登録とサインインが必要です。HP Passport ID の取得登録は、

次の Web サイトから行なうことができます。

https://hpp12.passport.hp.com/hppcf/createuser.do

または、HP ソフトウェアサポートページの上部にある [Register] リンクをクリックします。

製品のサポートサービスに登録すると、最新版を入手できます。詳細は HP 販売員にお尋ねください。
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サポート

次の HP ソフトウェアサポートオンライン Web サイトを参照してください。

https://softwaresupport.hp.com

この Web サイトには、製品、サービス、および HP Software が提供するサポートの問い合わせ情報および詳細

が記載されています。

HP ソフトウェアオンラインサポートには、お客様の自己解決機能が備わっています。ビジネスを管理するため

に必要な対話形式のテクニカルサポートツールにアクセスする迅速で効率的な方法が用意されています。お客様
は、サポート Web サイトで以下の機能を利用できます。

• 関心のあるドキュメントの検索

• サポートケースおよび拡張リクエストの送信および追跡

• ソフトウェアパッチおよび関連パッチのドキュメントのダウンロード

• サポート契約の管理

• HP サポートの問合せ先の検索

• 利用可能なサービス情報の確認

• ソフトウェアを利用している他のユーザーとの情報交換

• ソフトウェアトレーニング情報の検索および参加登録

一部を除き、サポートのご利用には、HP Passport ユーザーとしてご登録の上、ログインしていただく必要があ

ります。また、多くのサポートのご利用には、サポート契約が必要です。HP Passport ユーザー ID のご登録は、

以下の URL で行ってください。

https://hpp12.passport.hp.com/hppcf/createuser.do

アクセスレベルに関する詳細は、次の URL で確認してください。

https://softwaresupport.hp.com/web/softwaresupport/access-levels

HP Software Solutions Now は、HPSW ソリューションおよび統合ポータルの Web サイトにアクセスしま

す。このサイトでは、ビジネスニーズに合った HP 製品ソリューションを調べることができ、HP 製品間の統合

の完全なリストや ITIL プロセスのリストが含まれています。この Web サイトの URL は以下のとおりです。

http://h20230.www2.hp.com/sc/solutions/index.jsp
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HP SiteScope
cope
HP Network Node Manager i Software (HP NNMi) に対して、ネットワークモニタリングに使用されるイベン

トコンソールである HP SiteScope をデータコレクターとして使用できます。HP SiteScope は、HP NNMi がモ

ニタリングしているシステムのアプリケーション側をモニタリングし、SNMP トラップを使用してイベントデー

タを HP SiteScope から HP NNMi に転送します。HP SiteScope では、メトリックスデータを HP NNMi にレ

ポートすることもできます。

HP SiteScope のご購入については、HP 営業担当者にご相談ください。

この章では、以下の統合について説明します。

• HP NNMi–HP SiteScope イベント統合 ページ 7

• HP NNMi–HP SiteScope システムメトリックスの統合 ページ 15

NNM iSPI for IP Telephony–HP SiteScope 統合の詳細については、NNM iSPI for IP Telephony ヘルプの

「SiteScope との統合の設定」を参照してください。

HP NNMi–HP SiteScope イベント統合

この項では以下の内容について説明します。

• HP NNMi–HP SiteScope イベント統合について ページ 8

• HP NNMi–HP SiteScope イベント統合の有効化 ページ 9

• HP NNMi–HP SiteScope イベント統合の使用法 ページ 10

• SiteScope オブジェクトの識別に使用される SNMP トラップ形式 ページ 11

• HP NNMi–HP SiteScope イベント統合の変更 ページ 13

• HP NNMi–HP SiteScope イベント統合の無効化 ページ 13

• HP NNMi–HP SiteScope イベント統合のトラブルシューティング ページ 13
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HP NNMi–HP SiteScope イベント統合について

HP NNMi–HP SiteScope イベント統合により、設定された SiteScope モニター警告条

件が満たされると、SiteScope サーバーは SNMP トラップを NNMi 管理サーバーに送

信します。HP NNMi は、そのモニター警告トラップを NNMi インシデントに変換しま

す。これらのインシデントから、NNMi コンソールユーザーはそのモニターのコンテキ

ストで HP SiteScope を起動できます。NNMi 管理サーバーにメッセージを送信する

SiteScope オブジェクトの識別に使用される SNMP トラップ形式のリストについては、

11 ページの表 1 を参照してください。

値

HP NNMi で SiteScope インシデント設定を行うことにより、HP NNMi–HP SiteScope
イベント統合では、SiteScope で監視するデバイスおよびアプリケーションのステータ

スに関する SNMP トラップの解釈プロセスが簡素化されます。

これらのトラップは、HP SiteScope で設定されたアラートに対してのみ生成されます。

統合により、これらのトラップがインシデントとして NNMi コンソールに表示されま

す。HP SiteScope で警告条件が解消された ( 正常になった ) ことが示されると、

HP NNMi はこれらの警告インシデントを自動的に閉じます。

統合製品

このセクションの情報は、以下の製品に当てはまります。

• HP SiteScope

• NNMi 10.10

HP NNMi および HP SiteScope は、同一のコンピューターまたは異なるコンピュー

ターにインストールできます。

サポートされているハードウェアプラットフォームおよびオペレーティングシステムの
最新情報については、両方の製品の対応マトリックスを参照してください。

サポートされる SiteScope モニター

HP NNMi–HP SiteScope イベント統合では、HP SiteScope に設定されたとおりに、す

べての SiteScope モニタータイプに関して SiteScope サーバーから送信される SNMP ト

ラップを受信します。SiteScope アラート設定には、NNMi 管理サーバーをトラップ

ターゲットとして組み込む必要があります。

SiteScope トラップ設定によって、ソースオブジェクトとして SiteScope サーバーと管理

対象ホストのどちらが設定されるかが決まります。ソースオブジェクトが HP NNMi で管

理されていない場合、[ インシデント設定 ] フォームの [ 未解決の SNMP トラップを破棄する ] 
チェックボックスの設定によって、HP NNMi でのトラップの処理方法が決まります。詳

細については、NNMi ヘルプの「未解決受信トラップの処理」を参照してください。

ドキュメント

このセクションでは、この統合の設定方法と使用方法について説明します。

SiteScope で実行される手順の詳細については、HP SiteScope 製品メディアに収録され

ている『SiteScope の使用』ガイドを参照してください。

サポートされるバージョンのリストについては、 
http://h20230.www2.hp.com/selfsolve/manuals にある『NNMi システムとデバイス対

応マトリックス』を参照してください。
8 HP NNMi - HP SiteScope 統合ガイド
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HP NNMi–HP SiteScope イベント統合の有効化

HP NNMi–HP SiteScope イベント統合を有効にするには、SNMP トラップが

HP NNMi に送信されるように、1 つ以上の SiteScope モニターを設定します。大まか

な手順は、以下のとおりです。

1 SiteScope のユーザーインタフェースで、SiteScope イベントトラップが NNMi 管理

サーバーに送信されるように SNMP 設定を作成します。SiteScope で [ 設定 ] > 
[SNMP プリファレンス ] を選択し、[SNMP プリファレンス ] ページを使用して、送受信

の両方の SNMP トラップ設定を設定します。以下の設定を使用して、SNMP ト

ラップのレポート先となるサーバーの設定を作成します。

a SNMP トラップ ID:[ 企業固有 SNMP トラップ ID] を選択し、1 と入力します。

b SNMP オブジェクト ID:[ 事前設定 SNMP オブジェクト ID] を選択し、リストから [HP 
SiteScope イベント ] を選択して、[ システム OID を SNMP トラップにプレフィックス

として追加します ] をオフにします。

c [ システム OID を SNMP トラップにプレフィックスとして追加します ] がオフになって

いることを確認します。[ システム OID を SNMP トラップにプレフィックスとして追

加します ] チェックボックスはオンにしません。

必要に応じて、ほかの SNMP トラップフィールドを完了します。ユーザーインタ

フェースの詳細については、SiteScope ヘルプの「SNMP プリファレンス」(SNMP 
preferences) セクションを参照してください。

2 SiteScope ユーザーインタフェースで、SNMP トラップ設定をアラートアクション

ターゲットとして設定するアラートを作成しますこのアラートで、可能性のあるモ
ニターステータスごとにアラートアクションを作成します。以下の手順を完了した
ら、10 ページの図 1 を参照してください。

a SiteScope モニターツリーで [SiteScope] ルートを右クリックし、[ 新規作成 ] >  
[ 警告 ] を選択します。

b [ 警告ターゲット ] パネルで、この警告をトリガーするグループ、モニター、ま

たはその両方を選択します。

c [ 警告アクション ] パネルで、[ 新規警告アクション ] をクリックし、[SNMP トラッ

プ ] アクションタイプを選択します。

d [ 警告アクション : SNMP トラップ ] ダイアログボックスで、モニターステータスご

とに SNMP トラップの警告アクションを設定します。

– [ アクションタイプの設定 ] パネルで、[ テンプレート ] リストから

SiteScopeEvent.xml を選択します。このテンプレートには、SNMP トラップ

がトリガーされると SNMP から NNMi に送信されるメッセージの形式と内

容が含まれています。次のファイルにあるこのテンプレートは、コピーおよ
びカスタマイズできます。 
<SiteScope root directory>\templates.snmp

– [ 状態トリガ ] パネルで、SNMP トラップのステータスを選択します。

– [ 状態トリガ ] パネルで、モニターステータス ([ エラー ]、[ 注意域 ]、[ 正常 ]、
[ 利用不可 ]) ごとに手順 c を繰り返します。

NNMi インシデントタイプは、デフォルトで有効になっています。
HP SiteScope 9
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図 1 各モニターステータスの SNMP トラップ警告アクションの設定

3 モニターステータスの変更により SiteScope で警告がトリガーされると、SNMP ト

ラップが NNMi 管理サーバーにレポートされます。NNMi は SNMP トラップを読

み取り、属性を変換し、NNMi の [ インシデントの参照 ] ワークスペースに SiteScope
イベントデータを表示します。

HP NNMi–HP SiteScope イベント統合の使用法

HP NNMi では、SiteScope モニターアラートトラップとして 2 つのインシデントタイ

プを定義しています。

• SiteScopeAlertEvent1 は SNMPv1 形式のトラップを NNMi インシデントに変換し

ます。

• SiteScopeAlertEvent2 は SNMPv2c 形式のトラップを NNMi インシデントに変換

します。

これらのインシデントタイプの設定はまったく同じです。HP SiteScope から HP NNMi
に送信するトラップの形式に SNMPv1 形式と SNMPv2c 形式のどちらを使用するかは、

SiteScope の SNMP トラップ設定で指定します。

インシデント設定内で、インシデントの重大度は以下のように設定されます。

• デフォルトのインシデントステータスは危険域で、SiteScope イベントの重大度であ

るエラー、NOTAVAILABLE、または NODATA にマップされます。

• インシデント強化では、SiteScope イベント重大度が注意域の場合に、インシデント

ステータスを注意域に設定します。

• インシデント強化では、SiteScope イベント重大度が正常の場合に、インシデントス

テータスを正常域に設定します。

各 SiteScopeAlertEvent トラップには、そのモニターのコンテキストで SiteScope を起

動するための URL が含まれています。この URL は、[ インシデント ] フォームの [ カス

タム属性 ] タブの .1.3.6.1.4.1.11.15.1.2.1.4 カスタムインシデント属性 (CIA) に含まれて

います。この URL は、統合ビューアーユーザーとして SiteScope にログオンするため

の暗号化された資格証明を渡します
10 HP NNMi - HP SiteScope 統合ガイド



2015 年 11 月
SiteScopeAlertEvent インシデントごとに、HP NNMi は、トラップのペイロードに含

まれているデータを比較することで、SiteScopeAlertEvent トラップで Pairwise 処理を

実行します。各トラップにはイベントキー varbind (OID .1.3.6.1.4.1.11.15.1.3.1.7) が含

まれています。トラップにイベントクローズキーパターン varbind (OID 
.1.3.6.1.4.1.11.15.1.3.1.8) も含まれている場合、HP NNMi は、イベントクローズキーパ

ターン varbind の値を、既存のインシデントのイベントキー varbind と比較します。

HP NNMi は、一致する既存のインシデントを閉じ、着信トラップに従ってそれらを相

関付けます。HP NNMi は、解決済みの各インシデントに、cia.reasonClosed CIA と相

関ノートを追加します。さらに、HP NNMi は、[ 正常域 ] ステータスの各

SiteScopeAlertEvent インシデントを自動的に閉じます。

SiteScope SNMP トラップは、システムおよびアプリケーションファミリで表示されます。

SiteScopeAlertEvent トラップの内容の詳細については、HP NNMi とともに配布され

る HP-SITESCOPE-MIB を参照してください。

SiteScope オブジェクトの識別に使用される SNMP トラップ形式

表 1 に、NNMi 管理サーバーにメッセージを送信する SiteScope オブジェクトの識別に

使用される SNMP トラップ形式のリストを示します。これにより、NNMi コンソール

ユーザーはそのモニターのコンテキストで SiteScope を起動できます。

SNMP トラップ形式は、SiteScopeEvent.xmlファイルに保存されます。このファイ

ルは、<SiteScope root directory>\templates.snmpフォルダーにあります。

表 1 NNMi に送信される SiteScope オブジェクトの SNMP トラップ形式 

フィールド名 オブジェクト ID (OID) 説明 値

エンタープライズ
OID

.1.3.6.1.4.1.11.15.1 SiteScope ルートオブジェ

クト ID
.1.3.6.1.4.1.11.15.1

トラップ OID .1.3.6.1.4.1.11.15.1.0 SNMP トラップオブジェ

クト ID
(OID)

V1 の場合 : 
[1.3.6.1.4.1.11.15.1.4.0.1]

V2 の場合 : 
[1.3.6.1.4.1.11.15.1.4.1]

SiteScope ホスト .1.3.6.1.4.1.11.15.1.1.2 SiteScope サーバーの IP
アドレスまたはホスト名

(IpAddress)

[16.55.244.182] または

(OctetString)
[sisserver.mydomain]

プロバイダー 
( コレクター )

.1.3.6.1.4.1.11.15.1.1.3 SiteScope アプリケーショ

ン名

(OctetString)
SiteScope

モニター名 .1.3.6.1.4.1.11.15.1.2.1.1 SiteScope モニター名 (OctetString)
[Memory monitor on 
myhost.mydomain]

モニタータイプ .1.3.6.1.4.1.11.15.1.2.1.2 SiteScope モニタータイプ (OctetString)
[Memory Monitor]
HP SiteScope 11
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モニター ID .1.3.6.1.4.1.11.15.1.2.1.3 一意のモニター ID (OctetString)
[067e6162-3b6f-4ae2-a171-2470
b63dff00]

セキュリティ保護
されたモニタード
リルダウン URL

.1.3.6.1.4.1.11.15.1.2.1.4 サイレントログオン情報
なしで、警告が発生した
モニターのコンテキスト
で SiteScope を開く

URL。統合インスタンス

レベル別に設定できます。

ユーザー資格証明のある
ドリルダウン URL を取得

するには、参照値を
monitorDrilldownUrlSec
ured から

monitorDrilldownUrl に
変更します。

(OctetString)
http://sisserver:8080/SiteScope/
servlet/
Main?activeid=__SiteScopeRoot
__&activerighttop=
dashboard&view=new&dashboa
rd_view=
Details&dashboard_model=true
&dashb

モニターのター
ゲットホスト

.1.3.6.1.4.1.11.15.1.2.1.5 モニターのターゲットホ
スト

(IpAddress)

[16.55.244.182] または

(OctetString)
[myhost.mydomain]

モニターターゲッ
ト IP

.1.3.6.1.4.1.11.15.1.2.1.6 モニターのターゲット IP
アドレス

(IpAddress)
[16.55.244.182]

モニター完全名 .1.3.6.1.4.1.11.15.1.2.1.7 ルートからのフルパスを
含む、SiteScope モニ 

ター名

(OctetString)
[Memory monitor on 
myhost.mydomain]

タイトル .1.3.6.1.4.1.11.15.1.3.1.1 SiteScope イベントタ 

イトル

(OctetString)
[Alert 'Memory Alert' was 
triggered on monitor 'Memory 
monitor on myhost.mydomain' 
due to a status change]

イベントソース .1.3.6.1.4.1.11.15.1.3.1.2 イベント ( 警告またはメ

トリックス ) のソース

(OctetString)

重要度 .1.3.6.1.4.1.11.15.1.3.1.3 SiteScope イベントの 

重大度

(Integer) [0,1,2,3]
[unavailable, good, warning, 
error] に対応

イベント時間 .1.3.6.1.4.1.11.15.1.3.1.4 元のイベント時間 ( ミリ

秒単位 )
(TimeTicks)
1287316779

価値 .1.3.6.1.4.1.11.15.1.3.1.5 ( 警告フロー用ではない ) (OctetString)

[running]、[25]、[n/a] のいずれ

か - 警告用

表 1 NNMi に送信される SiteScope オブジェクトの SNMP トラップ形式 ( 続き )

フィールド名 オブジェクト ID (OID) 説明 値
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HP NNMi–HP SiteScope イベント統合の変更

HP NNMi–HP SiteScope イベント統合を変更するには、以下のいずれかを実行します。

• NNMi コンソールで、SiteScopeAlertEvent1 および SiteScopeAlertEvent2 SNMP
トラップのインシデント設定を編集します。

• SiteScope ユーザーインタフェースで、モニターアラート設定を変更します。

HP NNMi–HP SiteScope イベント統合の無効化

HP NNMi–HP SiteScope イベント統合を無効にするには、以下のいずれか、または両

方を実行します。

• NNMi コンソールで、SiteScopeAlertEvent1 および SiteScopeAlertEvent2 の 
[SNMP トラップの設定 ] フォームの [ 有効にする ] チェックボックスをオフにします。

• SiteScope ユーザーインタフェースで、以下のいずれかを実行します。

— モニターおよびグループをアラートアクションターゲットから削除する。

— SiteScope モニターに関連付けられた SNMP トラップアラートを無効にするか、

削除する。

HP NNMi–HP SiteScope イベント統合のトラブルシューティング

この項では以下の内容について説明します。

• NNMi インシデントビューに SiteScopeAlertEvent インシデントが表示されない 
ページ 14

• HP SiteScope が SiteScope インシデントの URL から正常に開かない ページ 14

イベントの説明 .1.3.6.1.4.1.11.15.1.3.1.6 起動されたイベントの 
説明

(OctetString)

イベントキー .1.3.6.1.4.1.11.15.1.3.1.7 イベントのキー (OctetString)
[sisserver:067e6162-3b6f-4ae2-a
171-2470b63dff00:Memory

イベントクローズ
キーパターン

.1.3.6.1.4.1.11.15.1.3.1.8 一対のイベントを識別す
るためのキー

[sisserver:067e6162-3b6f-4ae2-a
171-2470b63dff00]

表 1 NNMi に送信される SiteScope オブジェクトの SNMP トラップ形式 ( 続き )

フィールド名 オブジェクト ID (OID) 説明 値
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NNMi インシデントビューに SiteScopeAlertEvent インシデントが表示され

ない

NNMi インシデントビューに予期されるすべての SiteScopeAlertEvent インシデントが

表示されない場合は、以下の手順を実行します。

1 NNMi コンソールで、SiteScopeAlertEvent1 と SiteScopeAlertEvent2 のインシデ

ント設定を調べます。

• SiteScopeAlertEvent1 と SiteScopeAlertEvent2 のインシデントタイプが有効

になっていることを確認します。

• インタフェースまたはノードが設定されている場合は、予期される SiteScope ト

ラップがそれらの設定によってブロックされていないことを確認します。

2 NNMi コンソールで、インシデントビューのフィルターを調べます。

現在のフィルターを SiteScopeAlertEvent1 と SiteScopeAlertEvent2 のインシデン

ト設定と比較します。フィルターがそれらのインシデントタイプをブロックしてい
ないことを確認します。

3 [ インシデント設定 ] フォームの [ 未解決の SNMP トラップを廃棄する ] チェックボック

スがオンになっている場合は、SiteScope モニターに関連付けられたノードが

NNMi トポロジ内にあることを確認します。

SiteScope トラップ設定によって、ソースオブジェクトとして SiteScope サーバーと

管理対象ホストのどちらが設定されるかが決まります。

4 SiteScope ユーザーインタフェースで、HP SiteScope イベントトラップに関する

SNMP トラップ設定の内容を確認します。

5 SiteScope ユーザーインタフェースで、予期される各モニターアラートで SNMP ト

ラップ設定がアラートアクションターゲットとして設定されていることを確認します。

6 SiteScope ユーザーインタフェースで、テストトラップを HP NNMi に送信します。

HP SiteScope が SiteScope インシデントの URL から正常に開かない

[ インシデント ] フォームの [ カスタム属性 ] タブに表示される .1.3.6.1.4.1.11.15.1.2.1.4 CIA
の URL から HP SiteScope が正常に起動しない場合は、以下の手順を実行してください。

1 SiteScope ユーザーインタフェースへのアクセスを確認します。

a 新しいブラウザーウィンドウで、SiteScope ユーザーインタフェースを直接開き

ます。

SiteScope ユーザーインタフェースが正常に動作しない場合は、ブラウザーの設

定が『HP SiteScope リリースノート』(HP SiteScope Release Notes) に記載さ

れている要件を満たすことを確認します。

b .1.3.6.1.4.1.11.15.1.2.1.4 CIA からブラウザーのアドレスフィールドに URL を

コピーします。ログオン資格証明を削除します。SiteScope のログオンウィンド

ウで、SiteScope ログオン情報を入力します。

2 URL に含まれる SiteScope 統合ビューアーのユーザー資格証明を確認します。

.1.3.6.1.4.1.11.15.1.2.1.4 CIA からブラウザーのアドレスフィールドに URL をコ

ピーします。( ログオン資格証明を保持します )。

このテストに失敗する場合は、SiteScope 管理者に統合ビューアーユーザーのステー

タスについて問い合わせてください。統合ビューアーユーザーのパスワードを最近変
更した場合、パスワードの変更前に存在した SiteScope への URL は使用できません。
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HP NNMi–HP SiteScope システムメトリックスの統合

この項では以下の内容について説明します。

• HP NNMi–HP SiteScope システムメトリックスの統合について ページ 15

• HP NNMi–HP SiteScope システムメトリックス統合の有効化 ページ 17

• HP NNMi–HP SiteScope システムメトリックス統合の使用法 ページ 20

• HP NNMi–HP SiteScope システムメトリックス統合の変更 ページ 23

• HP NNMi–HP SiteScope システムメトリックス統合の無効化 ページ 24

• HP NNMi–HP SiteScope システムメトリックス統合のトラブルシューティング 
ページ 24

• [HP NNMi–HP SiteScope System Metrics の統合設定 ] フォームのリファレンス 
ページ 28

HP NNMi–HP SiteScope システムメトリックスの統合について

HP NNMi–HP SiteScope システムメトリックスの統合では、SiteScope モニターで収集

されたメトリックスデータが HP NNM iSPI Performance for Metrics Network 
Performance Server (NPS) に入力されます。この統合では、データを以下のように処理

します。

1 HP SiteScope はモニターデータを XML ファイルに収集し、SiteScope データ統合

設定のレポート間隔で収集したデータを HP NNMi に渡します。

2 HP NNMi は SiteScope データに NNMi ノードの UUID を追加します。

3 HP NNMi は、NPS が取得できるように設定された場所に追加されたデータを配置

します。

4 NPS は、NPS 累積間隔で追加されたデータを取り込みます。
HP SiteScope 15
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図 2 に HP NNMi–HP SiteScope システムメトリックス統合のデータフローを示します。

図 2 HP NNMi–HP SiteScope システムメトリックス統合のデータフロー

価値

HP NNMi–HP SiteScope システムメトリックス統合により、SiteScope で収集したメト

リックスデータのレポートを NPS で作成できます。

統合製品

このセクションの情報は、以下の製品に当てはまります。

• HP SiteScope

• NNMi 10.10

• HP NNM iSPI Performance for Metrics バージョン 10.10:

HP NNMi、HP NNM iSPI Performance for Metrics、および HP SiteScope は、同一の

コンピューターまたは異なるコンピューターにインストールできます。

サポートされているハードウェアプラットフォームおよびオペレーティングシステムの
最新情報については、すべての製品の対応マトリックスを参照してください。

サポートされるバージョンは、NNMi システムとデバイス対応マトリックスにリス

トされています。

この統合には、HP NNM iSPI Performance for Metrics ライセンスが必要です。
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サポートされる SiteScope モニター

HP NNMi–HP SiteScope システムメトリックス統合では、以下のタイプの SiteScope
モニターからのデータを認識します。

• CPU 使用率モニター

• 動的ディスク容量モニター

• ディスク容量モニター

• メモリーモニター

• Microsoft Windows リソースモニターのプロセス監視対象オブジェクト

• Linux リソースモニターのプロセスモニタリング対象オブジェクト

監視対象ノードは、HP NNMi で管理する必要があります。この統合では、NNMi トポ

ロジに存在しないノードと管理対象外のノードのデータを破棄します。

ドキュメント

このセクションでは、HP SiteScope と通信するように HP NNMi を設定する方法と、

SiteScope が収集したデータから作成可能な NPS レポートについて説明します。

SiteScope モニターの設定方法については、SiteScope 製品メディアに収録されている

『HP SiteScope SiteScope の使用法ガイド』(HP SiteScope Using SiteScope Guide) で
説明されています。

HP NNMi–HP SiteScope システムメトリックス統合の有効化

図 3 に HP NNMi–HP SiteScope システムメトリックス統合の設定ポイントを示します。

図 3 HP NNMi–HP SiteScope システムメトリックス統合の設定ポイント
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HP NNMi–HP SiteScope システムメトリックス統合を有効にするには、以下の手順を

実行します。

1 NNMi コンソールで、SiteScope システムメトリックス統合パックを使用し、統合

を有効にして NPS を設定します。

a オプション。NNMi コンソールに接続するためにこの統合で使用する、Web 
Service Client ロールの NNMi ユーザーを作成します。

または、この統合で Web Service Client ロールの既存ユーザーを使用できます。

b [HP NNMi–HP SiteScope システムメトリックスの統合設定 ] フォームを開きます 

([ 統合モジュールの設定 ] > [HP SiteScope システムメトリックス ])。

c [ 統合の有効化 ] チェックボックスをオンにします。

d NNMi 管理サーバーへの接続情報を入力します。これらのフィールドの詳細に

ついては、[HP NNMi–HP SiteScope System Metrics の統合設定 ] フォームの

リファレンス ページ 28 を参照してください。

e フォームの下部にある [ 送信 ] をクリックします。

ウィンドウにステータスメッセージが表示されます。NNMi 資格証明に問題が

あることを示すメッセージが表示されたら、[ 戻る ] をクリックして、エラー

メッセージを参考に値を調整してください。

f 結果ウィンドウから、データ統合 URL を一時的な場所にコピーします。この値

は HP SiteScope を設定するときに使用します。

2 SiteScope ユーザーインタフェースで、HP NNMi と SSL 通信するように SiteScope
サーバーを設定します。

a [ 設定 ] ワークスペースで、[ 証明書管理 ] ページを開き、[ 証明書のインポート ] 
をクリックします。

b [ ソースの選択 ] で、HP SiteScope に対して NNMi 管理サーバーを特定する情報

を指定します。

— [ ホスト ] が選択されていることを確認してから、NNMi 管理サーバーの完

全修飾ドメイン名を入力します。

— 必要に応じて、NNMi 管理サーバーの HTTPS ポートと一致するようにポー

ト番号を変更します。

詳細については、NNMi ポート ページ 28 を参照してください。

c [ ロード ] をクリックします。

NNMi 証明書情報は、[ ロード済み証明書 ] の下に表示されます。証明書のエイリ

アスを記録します。

d NNMi 証明書を選択し、[ インポート ] をクリックします。

NNMi 証明書の一覧は、[ 証明書管理 ] ページに表示されます。

3 SiteScope ユーザーインタフェースで、NNMi ターゲットを識別するのに使用する

検索 / フィルタータグを作成します。

a [ 設定 ] ワークスペースで、[ 検索 / フィルタータグ ] ページを開き、[ 新規タグ ] 
をクリックします。

b タグ名 ( たとえば、NNMi_upload) と少なくとも 1 つの値を入力します。
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4 SiteScope のユーザーインタフェースで、HP SiteScope と HP NNMi の間の接続を

設定します。

a [ 設定 ] ワークスペースで、[ 統合設定 ] ページを開き、[ 新規統合 ] をクリック

して、[ データ統合 ] をクリックします。

b [ 一般設定 ] で、名前 ( たとえば、NNMi_receiver) とオプションの説明を入力し

ます。

c [ データ統合の優先設定 ] で、以下の設定を行います。

— [ レシーバーの URL] フィールドに、この手順の手順 1 の最後に保存した URL
を貼り付けます ( 例 : https://nnmi_server.example.com:443/
sitescope-adapter/sitescopereceiver)。

— [GZIP 圧縮 ] チェックボックスをオンにします。

— [ 追加データを含める ] と [ リダイレクトのエラー ] チェックボックスをオフにし

ます ( これらはデフォルト設定です )。

— [ 要求時に認証 ] チェックボックスをオンにします。( これはデフォルト設定

です )。

— [ 統合を無効化 ] チェックボックスをオフにします。( これはデフォルト設定

です )。

その他のすべての設定については、デフォルトの設定を受け入れます。

d [Web サーバーのセキュリティ設定 ] の下で、手順 1 の統合設定フォームで指定した

NNMi ユーザーのユーザー名とパスワードを入力します。

e [ レポートタグ ] の下で、手順 3 で作成した検索 / フィルタータグ ( たとえば、

NNMi_upload) を選択します。

5 SiteScope ユーザーインタフェースで、NPS の SiteScope レポートに情報を提供す

るモニターを設定します。

a 必要に応じて、新規モニターを作成するか、サポートされるタイプの既存のモニ
ターを特定します。

— CPU 使用率モニター

— ディスク容量モニター

— メモリーモニター

— Microsoft Windows リソースモニターのプロセス監視対象オブジェクト

— Linux リソースモニターのプロセスモニタリング対象オブジェクト

b 手順 3 で作成した検索 / フィルタータグ ( たとえば、NNMi_upload) を、

HP NNMi にデータを渡すモニターに追加します。

この統合では、NNMi トポロジ内の管理対象ノードのデータのみを処理できます。

したがって、NNMi トポロジ内のノードのモニターにのみタグを適用します。

c 推奨。HP NNMi にデータを渡すモニターを 1 つのモニターグループに集めます。
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HP NNMi–HP SiteScope システムメトリックス統合の使用法

HP NNMi–HP SiteScope システムメトリックス統合により、NPS で以下の SiteScope
モニターレポートを作成できます。

• カレンダー

• チャート詳細

• ヒートチャート

• 管理対象インベントリ

• 最大変化

• ピーク期間

• しきい値スリーブ

• 上位 N

• 上位 N チャート

SiteScope システムメトリックスレポートにアクセスするには、以下の手順を実行します。

1 NNMi コンソールで、[ アクション ] > [ レポート – レポートメニュー ] をクリックします。

2 NPS の [ レポート ] ワークスペースで、[SiteScope システムメトリックス ] > 
[SiteScope] > [System_Metrics] フォルダーを開きます。

ベストプラクティス 以下のヒントを SiteScope システムメトリックスレポートに適用できます。

• 上位 N などの一部のレポートでは、SiteScope モニターの 1 つのタイプを対象にした

レポートのほうが、複数のモニタータイプについてのレポートより容易に解釈できま
す。トポロジフィルターで、[ComponentType] 属性として 1 つの値を選択します。

• [ ノード名 ] 属性が設定されていない場合、レポートには、選択したタイプのすべて

のモニターのデータが含められます。1 つ以上の特定のノードにレポートデータを

限定するには、それに応じて [ ノード名 ] 属性を設定します。[ComponentType] 属
性を設定すると、[ ノード名 ] 選択リストには、選択したモニタータイプを含むノー

ドのみが表示されます。

• Windows リソースモニターについてのレポートの場合は、Idle onおよび _Total 

onデータをフィルターで除去するのが効果的です。それには、トポロジフィルター

で、[ComponentName] 属性を _Total onおよび Idle onと異なる値に設定します。

表 2 に、統合によって追加されるグループ化オプションの一覧を示します。

表 2 使用可能なレポートグループ化オプション 

オプション名 説明

Windows プロセス - プロセスの作成 測定対象プロセスを作成した親プロセスのプ
ロセス ID (PID) を識別する整数値。

Windows プロセス - ID プロセス 測定対象プロセスのプロセス ID (PID) を識別

する整数値。
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表 3 に、統合によって追加されるメトリックスの一覧を示します。各メトリックスにつ

いて、実際の値をレポートするように選択できます。メトリックスが多い場合は、しき
い値情報もレポートできます。レポート値の解釈の詳細については、各オペレーティン
グシステムのマニュアルを参照してください。

Linux プロセス - PID 測定対象プロセスのプロセス ID (PID) を識別

する整数値。

Linux プロセス - ユーザー 測定対象プロセスの Linux ユーザー ID (uid) 
を識別する整数値。

修飾コンポーネント名 メトリックス名と、メトリックスを収集した
ノードを識別する文字列値。修飾コンポーネ
ント名の形式は、<metric_name> on 

<node_long_name> ( 例 : disk percent 
full on device.example.com) です。

修飾コンポーネント名は、推奨されるグルー
プ化オプションの選択肢です。

表 2 使用可能なレポートグループ化オプション ( 続き )

オプション名 説明

表 3 報告可能な SiteScope システムメトリックス 

モニタータイプ 使用可能なメトリックス

CPU 使用率 1 • CPU 使用率

ディスク容量 • 空きディスク MB
• ディスク割合 ( フル )

メモリー 2 • メモリーページ / 秒
• 仮想メモリー使用率

• 空き仮想メモリー MB
• スワップメモリー使用率

• 空きスワップメモリー MB
• 物理メモリー使用率

• 空き物理メモリー MB
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Microsoft Windows のリソース • Windows プロセス - 権限時間の割合

• Windows プロセス - プロセッサー時間の割合

• Windows プロセス - ユーザー時間の割合

• Windows プロセス - プロセス ID の作成

• Windows プロセス - 経過時間

• Windows プロセス - 処理数

• Windows プロセス - ID プロセス

• Windows プロセス - IO データ ( バイト / 秒 )
• Windows プロセス - IO データ操作 / 秒
• Windows プロセス - その他の IO データ 

( バイト / 秒 )
• Windows プロセス - その他の IO 操作 / 秒
• Windows プロセス - IO 読み取り ( バイト / 秒 )
• Windows プロセス - IO 読み取り操作 / 秒
• Windows プロセス - IO 書き込み ( バイト / 秒 )
• Windows プロセス - IO 書き込み操作 / 秒
• Windows プロセス - ページ障害

• Windows プロセス - ページファイル ( バイト )
• Windows プロセス - ピーク時のページファイル  

( バイト )
• Windows プロセス - 非ページプール ( バイト )
• Windows プロセス - ページプール ( バイト )
• Windows プロセス - 優先度ベース

• Windows プロセス - プライベート ( バイト )
• Windows プロセス - スレッド数

• Windows プロセス - 仮想 ( バイト )
• Windows プロセス - ピーク時の仮想 ( バイト )
• Windows プロセス - ワーキングセット

• Windows プロセス - プライベートワーキング
セット

• Windows プロセス - ピーク時のワーキングセット

Linux のリソース 3 • Linux プロセス - CPU 割合

• Linux プロセス - Memsize
• Linux プロセス - Number_Running
• Linux プロセス - PID
• Linux プロセス - ユーザー

表 3 報告可能な SiteScope システムメトリックス ( 続き )

モニタータイプ 使用可能なメトリックス
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HP NNMi–HP SiteScope システムメトリックス統合の変更

HP NNMi–HP SiteScope システムメトリックス統合は、以下の方法で変更できます。

• HP NNMi から NPS への接続の変更

• HP SiteScope から HP NNMi への接続の変更

HP NNMi から NPS への接続の変更

NPS への接続情報を変更するには、以下の手順を実行します。

1 NNMi コンソールで [HP NNMi–HP SiteScope System Metrics の統合設定 ] フォームを

開きます ([ 統合モジュールの設定 ] > [HP SiteScope System Metrics])。

2 該当するように値を変更します。このフォームのフィールドの詳細は、[HP NNMi–
HP SiteScope System Metrics の統合設定 ] フォームのリファレンス ページ 28 を参

照してください。

3 フォームの上部にある [ 統合の有効化 ] チェックボックスがオンであることを確認し、

フォームの下部にある [ 送信 ] をクリックします。

変更はただちに有効になります。有効にすると、[HP NNMi–HP SiteScope System 
Metrics の統合設定 ] フォームに表示されるデータ統合 URL が更新されます。この

URL が変更された場合は、19 ページの手順 4 に記載されているとおりに SiteScope
のデータ統合設定を更新します。

HP SiteScope から HP NNMi への接続の変更

SiteScope データレシーバーの情報を変更するには、以下の手順を実行します。

1 SiteScope インタフェースで HP SiteScope と HP NNMi の間の接続を定義するデー

タ統合を開きます ([ 設定 ] > [ 統合設定 ])。

2 該当するように値を変更します。このフォームのフィールドの詳細については、
SiteScope ヘルプを参照してください。

3 [ 統合を無効化 ] チェックボックスがオフになっていることを確認して、フォームの下

部にある [OK] をクリックします。

変更はただちに有効になります。

1 HP SiteScope では、Linux および AIX オペレーティングシステムで収集した CPU
使用率データを、特定の CPU 単位ではなく、システム全体で単一の平均値として要約

します。この統合では平均値を NPS に送信しないため、Linux および AIX オペレー

ティングシステムでは CPU 使用率データを使用できません。

2 HP SiteScope は、すべてのオペレーティングシステムでこれらのメトリックスをす

べて収集するわけではありません。

3 Linux オペレーティングシステムの Linux リソースモニターの場合、HP SiteScope
は CPU 割合、実行数、プロセス ID のみを収集します。Linux ノードのメモリーサイ

ズとユーザーデータは使用できません。

表 3 報告可能な SiteScope システムメトリックス ( 続き )

モニタータイプ 使用可能なメトリックス
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HP NNMi–HP SiteScope システムメトリックス統合の無効化

HP NNMi–HP SiteScope システムメトリックス統合を完全に無効化するには、以下の

両方の手順を実行します。

• HP NNMi から NPS への接続の無効化

• HP SiteScope から HP NNMi への接続の無効化

HP NNMi から NPS への接続の無効化

HP NNMi による SiteScope のモニターデータの処理を停止するには、以下の手順を実

行します。

1 NNMi コンソールで [HP NNMi–HP SiteScope System Metrics の統合設定 ] フォームを

開きます ([ 統合モジュールの設定 ] > [HP SiteScope System Metrics])。

2 フォームの上部にある [ 統合の有効化 ] チェックボックスをオフにし、フォームの下

部にある [ 送信 ] をクリックします。

変更はただちに有効になります。

HP SiteScope から HP NNMi への接続の無効化

HP SiteScope から NNMi 管理サーバーへのモニターデータの送信を停止するには、以

下の手順を実行します。

1 SiteScope インタフェースで HP SiteScope と HP NNMi の間の接続を定義するデー

タ統合を開きます ([ 設定 ] > [ 統合設定 ])。

2 [ 統合を無効化 ] チェックボックスをオンにして、フォームの下部にある [OK] をク

リックします。

変更はただちに有効になります。

HP NNMi–HP SiteScope システムメトリックス統合のトラブル

シューティング

XML 解析エラーや、NNMi トポロジに存在しないノードのモニターデータの情報を含む、

SiteScope データの処理に関連するメッセージは NNMi 管理サーバー上の nnm.0.0.log

ファイル ( これより古いファイルも含む ) に記録されます。NNMi 管理サーバー上で問題

が発生する場合、それらのログファイルから文字列 com.hp.ov.nnm.sitescope.imま

たは com.hp.ov.nms.im.sitescopeで始まるクラスに対する SEVERE ( 重大 ) メッ

セージおよび WARNING ( 警告 ) メッセージを探してください。詳細については、

『NNMi デプロイメントリファレンス』の「NNMi ロギング」を参照してください。

SiteScope ログファイルには、データ統合の問題に関するメッセージが収集されます。

SiteScope ログファイルを調べて、以下の設定問題の 1 つ以上が原因で発生しやすい

データ送信エラーがないか探してください。

• 証明書エラー。NNMi の証明書が HP SiteScope に正しくロードされていません。

• ユーザー名とパスワードの認証エラー。NNMi コンソール の [HP NNMi–
HP SiteScope System Metrics の統合設定 ] フォームで [NNMi ユーザー ] と [NNMi パス

ワード ] の値のいずれか、または両方が正しくありません。
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• 統合モジュールの有効化エラー。NNMi コンソールの [HP NNMi–HP SiteScope 
System Metrics の統合設定 ] フォームで [ 統合の有効化 ] チェックボックスがオフに

なっています。

SiteScope ログファイルの詳細については、SiteScope のマニュアルを参照してください。

この項では以下の内容について説明します。

• 統合データフローを確認する ページ 25

• 統合設定の HP NNMi 側の確認 ページ 26

• ファイアウォールの背後の NAT 構成環境にノードのレポートデータが存在しない 
ページ 27

統合データフローを確認する

SiteScope からの

XML ファイル

システムメトリックス統合では、SiteScope データサンプルは NNMi 管理サーバー上の

以下のディレクトリに *.gzファイルで保存されます。

• Windows: 
%NnmDataDir%\shared\perfspi\datafiles\metric\working\sitescope

• Linux: 
$NnmDataDir/shared/perfspi/datafiles/metric/working/sitescope

デフォルトで、システムメトリックス統合は新しいファイルをこのディレクトリに毎分
配置し、HP NNMi は 5 分ごとにそれらのファイルを取り込みます。

sitescopeディレクトリが 2 分を超えて空のままの場合は、HP SiteScope からファイ

ルが送信されていません。この場合は、以下を実行します。

1 SiteScope ユーザーインタフェースで、データ統合設定が有効であり、19 ページの

手順 4 の説明に従って設定されていることを確認します。

また、[ レポート間隔 ] フィールドの値も確認します。

2 SiteScope ユーザーインタフェースで、少なくとも 1 つのモニター設定に、データ統

合設定に関連付けられた検索 / フィルタータグがあることを確認します。

sitescopeディレクトリにファイルが累積されると、HP NNMi はファイルを取り込ま

なくなります。この場合は、NNMi コンソールで HP NNMi–HP SiteScope システムメ

トリックス統合が正しく設定されていることを確認します。詳細については、統合設定
の HP NNMi 側の確認 ページ 26 を参照してください。

NNMi からの CSV
ファイル

HP NNMi は、NPS で使用する SiteScopeMetrics_*.csv.gzファイルを NNMi 管理

サーバー上の以下のディレクトリに保存します。

• Windows: %NnmDataDir%\shared\perfspi\datafiles\metric\final

• Linux の場合 : $NnmDataDir/shared/perfspi/datafiles/metric/final

HP NNMi は、およそ 5 分ごとに新しいファイルをこのディレクトリに配置し、NPS は

これらのファイルをおよそ 5 分ごとに取り込みます。

HP SiteScope がシステムメトリックス統合にデータサンプルを送信する頻度は、

SiteScope データ統合設定のレポート間隔によって決まります。NNMi の使用率をユー

ザーが設定することはできません。

NNMi の配置率をユーザーが設定することはできません。NPS の累積率により、NPS が

このディレクトリのファイルを取り込む頻度が決まります。NPS 累積率は HP NNM iSPI 
Performance for Metrics によって設定されます。ユーザーが設定することはできません。
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finalディレクトリが 10 分より長い間空の状態になると、HP NNMi はファイルを配信

しなくなります。この場合は、NNMi コンソールで HP NNMi–HP SiteScope システム

メトリックス統合が正しく設定されていることを確認します。詳細については、統合設
定の HP NNMi 側の確認 ページ 26 を参照してください。

finalディレクトリにファイルが累積されると、NPS はファイルを取り込まなくなりま

す。その場合は、NPS のトラブルシューティングのマニュアルを参照してください。

レポート ファイルが finalディレクトリを通過してから 2 時間以内に NPS ユーザーインタフェー

スで SiteScope レポートが使用可能にならない場合、この統合は正しく設定されていませ

ん。この場合は、HP SiteScope と NNMi の ovjboss プロセス、NPS を再起動します。

1 HP SiteScope を再起動します。

• Windows:

— [ サービス ] コントロールパネル ([ スタート ] > [ コントロールパネル ] > [ 管理

ツール ] > [ サービス ]) を開きます。

— サービスのリストで、[SiteScope] を右クリックし、[ 開始 ] をクリックします。

• Linux または Solaris の場合 :

— SiteScope がインストールされているサーバーで、ターミナルウィンドウを

開きます。

— 以下の構文を使用して、start コマンドのシェルスクリプトを実行します。

<installpath>/SiteScope/start

2 以下のコマンドを実行して HP NNMi を再開します。

a ovstop

b ovstart

3 NPS を再起動します。

統合設定の HP NNMi 側の確認

1 NNMi コンソールで [HP NNMi–HP SiteScope System Metrics の統合設定 ] フォームを開

きます ([ 統合モジュールの設定 ] > [HP SiteScope System Metrics])。

このフォームのフィールドの詳細は、[HP NNMi–HP SiteScope System Metrics の

統合設定 ] フォームのリファレンス ページ 28 を参照してください。

2 統合のステータスを確認するには、[HP NNMi–HP SiteScope System Metrics の統合 

設定 ] フォームで、フォーム下部にある [ 送信 ] をクリックします ( 設定の変更は行

いません )。

ウィンドウにステータスメッセージが表示されます。

3 NNMi への接続が正常に設定されていることを確認します。

a Web ブラウザーで、次の URL を入力します。

<protocol>://<NNMiserver>:<port>/nnm/ 

ここで、各変数は [HP NNMi–HP SiteScopeSystem Metrics の統合設定 ] フォームの

値と次のように関係します。

この手順の手順 1 で NNMi コンソールに接続するために、この手順で説明してある

情報を使用した場合は、NNMi コンソールに再接続する必要はありません。手順 4 
を継続します。
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— [NNMi SSL の有効化 ] チェックボックスがオンの場合、<protocol >は

httpsです。

— [NNMi SSL の有効化 ] チェックボックスがオフの場合、<protocol >は 

httpです。

— <NNMiserver>は [NNMi ホスト ] の値です。

— <port>は [NNMi ポート ] の値です。

b プロンプトが表示されたら、管理者ロールで NNMi ユーザーの資格認定を入力

します。

NNMi コンソールが表示されるはずです。NNMi コンソールが表示されない場

合は、HP NNMi への接続に使用している情報が正しいかどうかを NNMi 管理

者に確認します。NNMi コンソールが表示されるまで、HP NNMi への接続の

トラブルシューティングを継続します。

c NNMi 管理者に連絡して、Web サービスクライアントロールを持つ NNMi 統合

ユーザーの [NNMi ユーザー ] と [NNMi パスワード ] の値を確認します。

パスワードは NNMi コンソールでは非表示です。NNMi ユーザー名のパスワー

ドが何か確信がない場合は、NNMi 管理者に問い合わせするか、またはパス

ワードをリセットします。

4 この手順の手順 3 で正常に接続できたときに使用した値で [HP NNMi–HP SiteScope 
System Metrics の統合設定 ] フォームを更新します。

詳細については、[HP NNMi–HP SiteScope System Metrics の統合設定 ] フォーム

のリファレンス ページ 28 を参照してください。

5 フォームの下部にある [ 送信 ] をクリックします。

6 ステータスメッセージに問題があることがまだ表示される場合は、以下の手順を実
行します。

a Web ブラウザーのキャッシュをクリアします。

b Web ブラウザーから、すべての保存フォームまたはパスワードデータをクリア

します。

c Web ブラウザーウィンドウを完全に閉じてから、もう一度開きます。

d この手順の手順 4 と手順 5 を繰り返します。

7 統合データフローを確認する ページ 25 の説明に従って、SiteScope モニターデータ

の転送をモニタリングして設定をテストします。

ファイアウォールの背後の NAT 構成環境にノードのレポートデータが存

在しない

ネットワークアドレス変換 (NAT) 環境において、SiteScope サーバーが、ファイア

ウォールの背後に展開されている場合に、ファイアウォールの外部に重複する IP アドレ

スを持つノードのデータをレポートしても、HP NNMi は監視対象のノードを判別でき

ません。この場合、この統合では、これらのノードの SiteScope データを NPS に提供し

ないため、NPS のレポートにこの情報は含まれません。

「Web サービスクライアント」ロールを持つユーザーとして NNMi コンソール

にログオンすることはできません。
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[HP NNMi–HP SiteScope System Metrics の統合設定 ] フォームの

リファレンス

[HP NNMi–HP SiteScope System Metrics の統合設定 ] フォームには、HP NNMi と
HP SiteScope 間の通信を設定するパラメーターが含まれています。このフォームは、

[ 統合モジュールの設定 ] ワークスペースから使用できます。

[HP NNMi–HP SiteScope System Metrics の統合設定 ] フォームでは、NNMi 管理サーバー

を識別するための情報を収集します。

統合設定に変更を適用するには、[HP NNMi–HP SiteScopeSystem Metrics の統合設定 ] 
フォームの値を更新し、[ 送信 ] をクリックします。

表 4 に、NNMi 管理サーバーへの接続パラメーターをリストします。これは NNMi コン

ソールを開くために使用したのと同じ情報です。これらの値の多くを決定するには、
NNMi コンソールセッションを起動する URL を調べます。NNMi 管理者と協力し、設

定フォームのこのセクションに適切な値を決定します。

[HP NNMi–HP SiteScope System Metrics の統合設定 ] フォームにアクセスできるのは

Administrator ロールを持つ NNMi ユーザーのみです。

表 4 NNMi 管理サーバー情報

フィールド 説明

NNMi SSL 有効化 接続プロトコル指定。

• HTTPS を使用するように NNMi コンソールが設定されている場合は、[NNMi SSL
の有効化 ] チェックボックスをオンにします。

• HTTP を使用するように NNMi コンソールが設定されている場合は、[NNMi SSL の

有効化 ] チェックボックスをオフにします。

NNMi ホスト NNMi 管理サーバーの完全修飾ドメイン名。このフィールドには、NNMi コンソール

へのアクセスに使用するホスト名があらかじめ入力されています。この値が NNMi 管
理サーバー上で nnmofficialfqdn.ovpl -tコマンドを実行したときに返される名

前であることを確認します。

NNMi ポート NNMi コンソールに接続するためのポート。このフィールドには、次のファイルで指

定されているように、NNMi コンソールとの通信のために jboss アプリケーション

サーバーが使用するポートがあらかじめ記入されています。

• Windows: %NnmDataDir%\conf\nnm\props\nms-local.properties
• Linux: $NnmDataDir/conf/nnm/props/nms-local.properties

NNMi コンソールから NNMi ポートの値を変更することはできません。

SSL 以外の接続では、nmsas.server.port.web.httpの値を使用します。これはデ

フォルトでは 80または 8004です (HP NNMi がインストールされたときに別の Web
サーバーが存在するかどうかで、どちらかが決まります )。

SSL 接続には、nmsas.server.port.web.httpsの値を使用します。これはデフォル

トでは 443です。

NNMi ユーザー NNMi コンソールに接続するためのユーザー名。このユーザーには、Web Service 
Client ロールが必要です。

NNMi パスワード 指定の NNMi ユーザーのパスワード。
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フィードバックをお待ちしております。

ご使用のシステムに電子メールクライアントが設定されている場合は、デフォルトで、
ここをクリックすると電子メールウィンドウが開きます。

使用可能な電子メールクライアントがない場合は、Web メールクライアントの新規メッ

セージに以下の情報をコピーして、
network-management-doc-feedback@hpe.com にこのメッセージを送信してくだ

さい。

製品名およびバージョン : NNMi 10.10

ドキュメントタイトル : HP Network Node Manager i Software - HP SiteScope 統合ガイ

ド、2015 年 11 月

フィードバック :

mailto:network-management-doc-feedback@hpe.com ?Subject=Feedback on HP NNMi - HP SiteScope  Integration Guide (10.10)&body=Feedback:

	HP Network Node Manager i Software - HP SiteScope統合ガイド
	目次
	HP SiteScope
	HP NNMi–HP SiteScopeイベント統合
	HP NNMi–HP SiteScopeイベント統合について
	値
	統合製品
	サポートされるSiteScopeモニター
	ドキュメント

	HP NNMi–HP SiteScopeイベント統合の有効化
	HP NNMi–HP SiteScopeイベント統合の使用法
	SiteScopeオブジェクトの識別に使用されるSNMPトラップ形式
	HP NNMi–HP SiteScopeイベント統合の変更
	HP NNMi–HP SiteScopeイベント統合の無効化
	HP NNMi–HP SiteScopeイベント統合のトラブルシューティング
	NNMiインシデントビューにSiteScopeAlertEventインシデントが表示され ない
	HP SiteScopeがSiteScopeインシデントのURLから正常に開かない


	HP NNMi–HP SiteScope システムメトリックスの統合
	HP NNMi–HP SiteScopeシステムメトリックスの統合について
	価値
	統合製品
	サポートされるSiteScopeモニター
	ドキュメント

	HP NNMi–HP SiteScopeシステムメトリックス統合の有効化
	HP NNMi–HP SiteScopeシステムメトリックス統合の使用法
	HP NNMi–HP SiteScopeシステムメトリックス統合の変更
	HP NNMiからNPSへの接続の変更
	HP SiteScopeからHP NNMiへの接続の変更

	HP NNMi–HP SiteScopeシステムメトリックス統合の無効化
	HP NNMiからNPSへの接続の無効化
	HP SiteScopeからHP NNMiへの接続の無効化

	HP NNMi–HP SiteScopeシステムメトリックス統合のトラブル シューティング
	統合データフローを確認する
	統合設定のHP NNMi側の確認
	ファイアウォールの背後のNAT構成環境にノードのレポートデータが存 在しない

	[HP NNMi–HP SiteScope System Metricsの統合設定] フォームの リファレンス




	フィードバックをお待ちしております。


<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


